
 

 

 

（２）地域の取り組み・資源  

・認知症サポーター 

認知症について正しい知識をもち、認知症の方や家族を温かく見守る応援者のことです。 

認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らしていくことができるよう、近所の方や商店 

街、郵便局、銀行、交番など地域で働く方たちが、認知症について正しく理解し、認知症の方や

家族が困ったときに手助けができる、認知症サポーターを養成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・介護マーク 

認知症の方の介護は、周りから見ると介護をしていることがわかり 

にくいため、誤解や偏見を受けることのないよう、介護中であること 

を周囲に理解していただくために、介護マーク（名札）を作成し、 

希望する方に配付しています。 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとりでも多くの方が認知症の方

や家族の応援者になることが、認知症

になっても安心して暮らしていける

まちづくりの第一歩です。 

認知症サポーターになるためには

養成講座の受講が必要です。 

配付場所：市役所、各支所、各地域包括支援センター 

問合せ先 高齢福祉課 家族介護支援・認知症担当 

     ℡ ２１-３０８１ 

 

子育てと介護の同時進行の大変さは、外からは見えにくく、認知症

の方を介護していることは周りからはわかりづらいものです。 

「まわりに話せる人がいない」「理解をしてもらえない」「余計な

気をつかわれたくない・・・」など介護のことを身近な方には話しづ

らいと思う方も多いのではないでしょうか。 

「大変さをわかってもらえない」というのは気持ちがしんどくなる

理由のひとつでもあります。 

自分の思いを話すことで、気持ちが楽になるときもあります。 
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相談先 高齢福祉課 家族介護支援・認知症担当 ℡ 2１-３０６５ 




